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氏名 所属・職名 助成金額 

笹林 大樹 富山大学附属病院神経精神科・診療講師       650,000 円 

研究課題名 統合失調症の再燃を予測するバイオマーカー研究 

研究の概要 

  統合失調症は若年者に好発する難治性精神疾患であり、その一部は再燃を繰り返す

ことで、精神症状の増悪だけでなく、社会機能の低下に至る。このため、統合失調症患者

の長期予後改善のためには、いかに再燃を効果的に防ぐことができるかが重要となる

が、再燃の背景にある生物学的変化は不明であり、再燃リスクを客観的に評価すること

は現時点では困難である。 

 そのため、我々は頭部MRIデータおよび画像解析ソフトウェア FreeSurferを用い、初回

エピソード統合失調症患者の脳形態異常とその後の再燃リスクとの関連を調べた。とり

わけ、のちに再燃した群で認めた特徴的な脳溝脳回パターンは、統合失調症の再燃予

測バイオマーカーの今後の確立に一部寄与しうるかもしれない。 

研究の成果 

・「再燃」を精神症状の悪化および自傷他害により入院を要した場合と定義して全症例のカル

テ調査を行ったところ、対象である初回エピソード統合失調症患者 62例のうち、のちに再燃し

た症例 (再燃群) は 33例、のちに再燃しなかった症例は (非再燃群) 29例であった。 

・非再燃群と比べ、再燃群は左楔部、左舌状回、および左鳥距溝周囲における局所脳回指

数値の増加および右吻側中前頭回、右上前頭回における局所脳回指数値の減少を認めた。 

・再燃群において、再燃回数は外側後頭領域における局所脳回指数値と、撮像から最初の

再燃までの期間は右楔/楔前部、右舌状回、および右鳥距溝周囲における局所脳回指数値と

負の相関をしていた。 

・再燃群と非再燃群の間で群間差を認めた、左内側後頭部および右外側前頭前野の関心領

域における平均の局所脳回指数値を用いた線形の判別分析アルゴリズムでは、再燃群と非

再燃群を感度 72.7%、特異度 75.9%、陽性的中率 77.4%、陰性的中率 71.0%で判別できた。 
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